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第 2 章では，最初に，信号伝送系の構成を記述している。変調方式としては 2 相 PSK変調方式， 4 相
PSK変調方式及び 8 相 PSK変調方式を，また伝送路としては白色ガウス雑音の伝送路を仮定している。











提案している。 2 相 PSK変調方式及び 4 相 PSK変調方式における軟判定ピタピ復号について解析，数
-625-
値計算及び実験を行い，提案手法の有効性を明らかiζ している。


















(4) 8 相 PSK方式を対象，c:，基準信号ベクトノレに位相不確定性を許容し，かつパス・メトリックの比較
選択特性iζ も不確定領域を許容する乙とにより，尤度計算の単純化が有効に行われるととを明らかにし
ている。
以上のように本論文は，ディジタル位相変調方式における軟判定ビタピ復号の単純化尤度計算に関する
多くの有用な知見を与えており，通信工学に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
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